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西南日本,古第三紀神戸層群凝灰岩層の
層序学的・記載岩石学的研究

研究の目的 神戸層群凝灰岩層を層序学的により精密に区分するとともに，
凝灰岩層の記載岩石学的性質を明らかにする．
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研究の出発点 神戸層群凝灰岩層の対比が
容易でない場合がある．

凝灰岩の記載岩石学的性質が
対比の指標になるのでは.

これまでの
検討結果

神戸層群吉川累層に挟在する異なった
4層準の凝灰岩層は，それぞれ特有の
記載岩石学的性質を持つ．

・層厚，岩相などの激しい側方変化．

・多数の凝灰岩層（9層準以上）が挟在．
・降下軽石も存在するが大部分は再堆積性．

・上位層の削り込みによる不連続性.
・断層・地すべりによる不連続性.

■神戸層群凝灰岩層の対比上の問題

図7. 
上位層に
よる削り
込みの例．
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■北畑凝灰岩層における岩相の例

地点①
地点② 地点③

図8. 北畑凝灰岩層の柱状図．

図1. 吉川累層中の4層準の凝灰岩層に
関する記載岩石学的性質のまとめ.
※文献［4］を参考に作成.

今後の研究 ・三田盆地の神戸層群凝灰岩層を対象としたより高精度な地質図の作成
および高精度な地質図に基づいた地質構造（広域）の把握．
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図2. 3700万年～
3200万年前の西南
日本の古地理．
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図4. 三田盆地に分布
する神戸層群の層序
区分と主な凝灰岩層.

図3. 神戸層群の分布.

※文献[1]を基に作成.

※文献[1]を基に作成.

※文献［2, 3, 5］を参考に作
成.

■神戸層群の概要

図5. 北畑凝灰岩層
の産状(地点③).

図9. 上久米, 楠原, 東畑および北畑凝灰岩層の本質的な黒雲母の
mg#とMnO(%)の関係. ※文献[3,4,5,6,7] に関連するデータを用いて作成．
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■黒雲母の化学組成

0.5mm

図6. 東畑凝灰岩の鏡下写真.
※ Bt：黒雲母，Cum：カミングトン閃石

■軽石斑晶鉱物の例

※地点①：文献［7］を基に作成，地点②&③：文献［6］を参考に作成.

・上記層準以外の神戸層群凝灰岩層の記載岩石学的性質の検討．


